
賞 受　賞　者　名 タ　イ　ト　ル 撮　影　公　園

最優秀賞 小澤　伸子 狙いを定めて！ 鬼怒グリーンパーク

優 秀 賞 下田　幸一 影妖怪現る！？ 栃木県中央公園

優 秀 賞 大塚　美智夫 若葉のかおり 栃木県総合運動公園

優 秀 賞 髙橋　悠希 この指　とまれ 井頭公園

審査員長 サトーカメラ株式会社　写真講師 佐藤　秀明

審査員 宇都宮土木事務所長 高山　誠

審査員 公益財団法人栃木県民公園福祉協会　理事長 小野寺　一行

 応　募　作　品　　総　 　評　

今回はスマホで撮影して応募された方が非常に増えた印象がある。このコンクールを３９回開催
し続けたことで、いい意味で敷居が下がったのではと思う。初めての方は、コンテストに出すと
いう行動に至るまでに「出していいのか」、「出せるレベルではない」などと考えがちだが、今
回の応募作品では、思い思いの気に入った作品を素直に提出していただいている。それもあって
今回作品数増加につながったのではと思う。
今回の応募作は季節の偏りが少なかったと感じる。例年、冬景色等の雪のある景色が見られた
が、今年は春夏秋の季節感をそれぞれの目線で撮っているのを感じた。撮影エリアも、王道の場
所だけでなく、工夫された場所で撮られている。広々とした場所だけでなく、背景を上手に使っ
て公園の良さを引き立てている、そんな場所が多かった印象である。

選

評

令和８年１月３０日（金）

　　　　　第３９回  栃木県営都市公園写真コンクール　審査会 　【 講　評 】  　　　　

芽吹きの時期で緑が非常に印象的。全体的に鮮やかな緑が映えることによって、写真の中
で統一感が出ていることが重要。統一感の中でも、等間隔に並ぶ木の統一感や色の統一感
があることで全体がまとまって見える。そういう作品は通常はシンプルだが、左のベンチ
に座ってお話している二人がワンポイントになっている。この二人がいることで、写真の
中にストーリーが生まれている。

ペットの作品が最優秀賞は初めてではないだろうか。応募作品を見たときに、人それぞれ
の公園の過ごし方がある中で、今回はその中に、ペットと一緒に遊ぶということが加わっ
たと感じた。
写真で大切な要素の光と色と躍動感、中でも躍動感がワンちゃんの嬉しそうな表情から伝
わってくる。見上げる構図で背景に青空が広がっているというのも、すごくいい休日を過
ごされている、ゆっくり時間が流れているというのを感じられる作品。

写真を作品的にするのは、自分の目に見えない世界をいかに表現するかということであ
る。撮影者が実際の目で見た風景は、おそらくここまで黄色や黒が濃くはっきりしたもの
ではなかっただろう。暖色系に染まっている中に黒いシルエットが入った風景を、カメラ
を通して見ることでコントラストのある１枚になり、秋の空気感が伝わる作品になった。
シルエットや湖面の黒は、鮮やかな色を表現するときに他の色を引き立てる色であり、画
面のところどころに黒があることで暖色の赤が非常に映えた、印象的な一枚。

審　査　員　長　 コ　メ　ン　ト

花ちょう遊館で、周りに緑が生い茂っている中でお子さんが自然を楽しんでいる。タイト
ルの「この指　とまれ」は、指を突き出して蝶にとまってもらうためにお子さんが立ち止
まっているところを、左手前がボケているところからは、親御さんがお子さんの邪魔をし
ないよう、集中力を切らさないようにひっそりと隠れながら撮ったというストーリーを想
像できる。


